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アプリケーションレポート No.CDA-SCJ 10005 

CDA-1000 古細菌（アーキア）の培養濃度 

作成：2011 年 03 月 1/2

１．はじめに 

図 1-1  初期濃度 10^6/mL (体積基準) 

図 1-2  初期濃度 10^7/mL (体積基準) 

重ね合わせグラフ機能の表示では、分布の重な

りが大きくて経日による変化を把握しにくいた

め、頻度テーブルデータを出力してエクセルで処

理した。 

(2)平均粒子径の変化 

図 2からわかるように、初期濃度 10^7/mL の

場合、早期（1～2日後）にピークを迎えて平

均粒子径は 2.3μm であったが、10^6/mL の場

合、4日後にピークを迎えて平均粒子径は 3.2

μm であった。培養過程における菌の動態は、

初期濃度によって違いを認めた。 

図 2  平均粒子径グラフ (体積基準) 

アプリケーションノート「古細菌（アーキア）の

測定」(No.CDA-SCJ 10004)では、古細菌（H.salinarum）
の測定手段について検討し、方法を見出した。 

ここでは、その測定方法を用いて、培養時の経日

変化測定を実施した内容を報告する。 

 

２．検討内容 

1)経日変化測定 

十分に増殖した菌液から、新たな液体培地へ適

量を添加し、1日毎に測定を実施した。 

2)菌株 

Halobacterium salinarum (NBRC14715) 
培地：NBRC で指定されている No.255 培地 

3)条件 

・初期濃度 

①10^6/mL 

②10~7/mL 

・培養温度 

恒温槽 37℃（静置） 

・試験管 

撹拌の影響を避けるため、1日毎に測定する培

養液は独立した試験管とした。 

水分蒸発を避けるため、底に水を張って蓋を少

し開けたケース内に試験管立てを入れた。 

・装置条件 

アパチャー ：25μm(E) 

X 軸    ：粒子径 

分析量   ：50μL 

校正 ：10%NaCl 溶液で校正 

・測定条件 

カウント数が 3000～10000 程度となるよう

に、10%NaCl 溶液で培養液を希釈して測定試

料とした。培養で菌濃度が増加するため、試

料ごとに希釈倍率を調整した。 

希釈後よく撹拌して、速やかに測定した。 

 

３．測定結果 

1) 解析条件 

L.ディスクリ ：0.847μm 

U.ディスクリ ：6.983μm 

分布表示 ：体積基準 

個数基準では、増殖時に分布が広がってピー

クが明確でないため体積基準とした。 

2) 結果 

(1)粒度分布の変化 

図 1からわかるように、培養に伴い平均粒子径

が大きくなってピークを迎えた後、徐々に小さ

く変化した。 
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これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の
測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。 
    

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

 
図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

 
図 9 CDA-1000（トレンドグラフ） 

 
図 10 S.pombe 経時変化 

 
 
 
 

  
7 日後 

  
9 日後 

  
14 日後 

 

３．考察 

今回の経日変化測定の結果は、菌の増殖分裂時に

は菌体が約 2倍になって分裂するために増殖期の

期間は平均粒子径が大きくなるという培養時の特

徴を捉えたものと考える。また、培養液中の菌濃度

が高いと、栄養分を急速に消費して増殖し濃度が限

界に近くなることを反映したと考える。 

以上の結果から、測定試料中においては、古細菌

が球状化しているため培養液中の菌の形態そのも

のを反映しているわけではないが、おおよその大き

さ，相対的な比較は可能であると考える。 

 

濃度測定が困難であると考えていた古細菌につ

いて、簡便に濃度を知ることができ、培養時の動態

も把握することができる測定系を見出すことがで

きた。 

古細菌を用いた研究に CDA が利用されることを

期待する。 

 

 

 

 (3)濃度変化 

図 3から、培養 2～3日後に増殖期に入ったこ

とがわかる。 

初期濃度 10^7/mL では、8日後にほぼ頭打ちと

なり定常期に入ったと思われるが、10^6/mL で

は、14 日後でも増殖期にあることがわかる。

図 3  濃度グラフ 

 

3) 顕微鏡観察 

培養液の写真を示す。（位相差 400 倍） 

初期濃度 10^6/mL   初期濃度 10^7/mL

  
0 日後 

  
2 日後 

  
4 日後 
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